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よく仕上げた！～合唱コンクール 
  

 6 月 17 日（水）ルネこだいらを会場にして合唱コンクールが開催された。 

今年のスローガンは「声瞬（せいしゅん）～私たちが創る唯一無二の音色」である。合唱曲

を演奏するのは、確かに一瞬かも知れない。しかし、そこへ至る過程にはさまざまなことが

ある。歌詞をどのように解釈するか、技術的なことを踏まえてハーモニーをどのように表現

するか、聴き手にどのようなメッセージを届けようとするのか。こうしたことを指揮者や実

行委員、伴奏者、パートリーダーなどを中心に、全員で考え、気持ちを一つにして創り上げ

るのが合唱だ。自分たちだけの音色を響かせるのである。 

 開会式では、実行委員長の K さんの開会の言葉、副実行委員長の S さんの諸注意と続く。 

副実行委員長の I さんもサポート役を担う。1 年生、2 年生、3 年生の順に演奏をする、3 部

構成となっている。各部の MC は放送部の生徒たちが担う。開会式の前には舞台袖でしっ

かりとリハーサルをしていた。 

  

 委員長 K さん・副委員長 S さん I さん       放送部 

 



  

     開会の言葉               ステージ 

 

 一言で言うと、レベルの高いコンクールであった。審査員の先生もお話しされていたよう

に、難しい曲に挑戦し、それを仕上げてくるのが素晴らしい。私は校内を回っていたが、実

はそのときに審査員の Y 先生と同じように感じていた。つまり、あまり盛り上がっていな

いのではないか、完成度の高いクラスが少ないのではないか、と感じていたのである。しか

しながら、ふたを開けてみると、特に 3 年生のレベルが高かった。私は自分の基準で採点し

たが、僅差の勝負であった。 

 各学年いくつかのクラスについて感想を述べたい。ただし、私は楽譜もまともに読めない

音楽の素人である。担任時代に一度だけ合唱コンクールで全校優勝を経験したことがある

が、専門性は皆無であることをお断りしていく。 

 

1 年 7 組「聞こえる」：1 年生とは思えないくらいの仕上がりであった。声量は十分にあ

り、歌い方にもメリハリがあって、ハーモニーのバランスが良い。ここまで仕上げてきたの

は立派で、誰もが 1 年生の中で最も素晴らしい演奏だと感じたのではないか。 

1 年 5 組「プレゼント」：合唱コン前の練習を密かに聴いていたのだが、その時にはかな

り声が響いていたので、いいところまで行くのではないかと感じていた。歌詞の「ひとりぼ

っちになって」というところが個人的には好きだ。しっかりと声が届いて、気持ちも伝わっ

てきた。 

1 年 6 組「Chessboard」：このクラスも練習を密かに聴いていたのだが、なかなかいい感

じだな、という印象を持っていた。本番の方が声は響いており、ハーモニーもよくなってい

た。この曲は N コンなどでもよく歌われていたように記憶している。 



 

 

2 年 6 組「鳥よ空へ」：情感を込めて抑揚のある歌い方をしていた。パート間のかけあい

の部分も素敵だ。本当に、鳥が空へ羽ばたいていくような合唱曲に仕上がっていだ。2 年生

の中で、私の心に最も届いた演奏であった。 

2 年 2 組「春」：全体的にバランスよく仕上げてきたという印象だ。声量もハーモニーも

高いレベルにある。歌い手の想いが聴き手にしっかりと伝わってくる演奏であった。前日練

習の時には、教室内で笑顔を見せていたのが印象に残っている。 

2 年 7 組「夢みたものは」：クラスの人数が少ないのにも関わらず、よく健闘した。アカ

ペラの曲で、美しいハーモニーを奏でていたし、声がしっかりと届いてきた。 

 

 3 年 8 組「天空歌」：強弱がしっかりとしており、メリハリのある演奏であった。少人数

であるにも関わらず、声がよく響いていた。「いま銀河に近づく・・・ウウー」という歌詞

の部分がぞくっと来た。 

 3 年 4 組「花こそは心のいこい」：声量があり、のびやかに歌っている。ハーモニーも奇

麗だ。聴き手の心に訴えかけてくるものを感じた。 

 3 年 6 組「それじゃ」：ハーモニーが美しい。かつ声もよく届いてきた。合唱の入りの「ル

ルララー」という歌詞の部分と、結びの「それじゃまた」という部分にはしびれた。 



  

    3 年 8 組の再演奏            3 年 8 組 記念撮影 

 

  

    3 年 4 組 記念撮影           3 年 6 組 記念撮影 

 

 どのクラスも自分たちならではの合唱曲へと仕上げ、練習の成果を発揮してくれた。女声

だけの合唱曲であるが、女声ならではの合唱曲でもある。いい学校行事を創ってくれたと感

じる。3 年担任の S 先生が「3 年生になると、やらされるのではなくて、自分たちで勝手に

練習するようになる」と話していたのが印象的であった。2 年余りの白梅での学校生活を通

して、生徒たちは大きく成長していくのである。 

 全校優勝  3 年 8 組（3 学年優勝） 

 校長賞   3 年 8 組 

 伴奏者賞  3 年 8 組 U さん 

 2 学年優勝 2 年 6 組 



 1 学年優勝 1 年 7 組 

 

（共学共高とは：本校のディプロマポリシー（育てたい生徒像）の一つで、「共に学び、共

に高め合う」生徒の姿を表す） 

 


